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The results of the va1ious experiments carried out on dogs are as follows : 

I) The gastric acid and pepsin are secreted chiefly in the fund us of the stomach, and 

only slightly in the pyloric part measuring 5 cm on the lesser and 7 cm along the greater 

curvatures of the stomach from the pyloric ring. 

2) The par pylorica exerts in日uence>not only on the acid and pepsin secreticn in the 

second chemical phase but also on the secretory activity of the first phase. In other words, 

the pyloric part is always concerned ¥¥'ith the secretion of the stomach juice. The value of the 

stomach juice, therefore, constantly suffers a decrease by the pylo閃 ctomy.

3) The gastric acidity and the pepsin value do not rise even a仇erthe exclusion of the 

pyloru~. These remain practically the same as before the operation, but the operation causes 

the acid to be richly secreted even in the fasting stomach. This fact is considered to be of im-

portance in the ulcer formation. （九uthor’sabstract) 
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胃ノ酸及ピーペ プ シン寸ノ産生ハ胃底ニヨ ツテナサ レルモノデアツテ幽門部＝ハ全クソ ノ機



11:：木・胃酸及ピ~ ，，..，： 7・シ＇／，分泌／剖； 1-.i:ト絢門部／ソレ＝濁スル意義 14i3 

能ハ無イ。只幽門部ハ反射的ニf'!:mシテ胃椴ヲ量的且ツ質的ニ調節スルナラント考へラレテヰ

ル様デアルガ，向臨床的ニハソノ意義ノ不明ナルモノガアルト考へyレ人々モアル （Koennecke,

jun6ermann ナド）。而シテ陶l"'J部ヲ瞭置シタ後＝ハq，~j後 ノ；杢腸潰蕩ハ甚ダ形成サレ易イト云フ

事ハ周知ノ：事デアルガ， ソノ！艇世サレタ陶l・"J部ト胃醍分泌機能 トJ間＝ハ如何ナル開係ガアル

ヵ，更ニ進ンデ所謂消化第 I期或ハ第 II期ニ於ケノレ胃酸分泌ト陶門部トノ間＝ハ如何ナル闘

係ガアルカニ就テハ向一定シタ見解ニ注シテヰナイ様デアル。余ヘ胃酸分協作用ヲ皆ム分野ヲ

明ラカニシ， fit-セテ胸門部ト胃酸分泌紙態トノ開係ヲ知ラ ント シテ次ノ如キ寛験ヲ試 ミタ。

第2章幽門部ヨリ分泌サレ，..胃酸及ピLヘフシシ1量J測定

賓験方法並ヒ＝賓験成縞

総テ健常ナル犬ヲ月lI::，開重 lkgニツキ 2%I盟酸Lモルヒ ネ「 1.0cc ノ宮1）合＝皮下注射ヲナ

ス。 30分乃至40分後＝－・＇1'・術ヲ開始ス。卸腹部ノモヲ弟I］リ無菌的手術ニ針ス1t.-.IE規消毒ヲスル。

疋~1~線切開エテ腹腔＝入ル。先ヅ幽l"J輪＝テ切断シ雨側ヲ 各と二居縫合（粘膜縫合，築j夜膜筋居

縫合）ニテ閉鎖ス。弐ニ陶門輪ヨリ小智側ニテ5.0糎，大智側ニテ7.0網ノ揚所ニテ再ピ胃ヲ切断

シソノ旺門側ヲ，二j骨縫合ニテ閉鎖シテ幽門部ヲ完全＝験世ス。 口側切端 1、空腸トノ間ニ端側

吻合ヲ行ヒタル後，~世サレタ断門部ニハ前腹壁＝テ痩管ヲ作リ ，ソ レヨリゴム管ヲ舟入シ世キ

任意＝幽I＂｝部内ノ液ヲ探取シ得 yレ様＝スル。 而シテー輩従毎＝中＝停溜シタ液ヲ出31Vレダケ多

ク採取れソレ＝就テ胃酸度及ビ、Lペプシン1ヲ測定シ．手術新i空腹時ニ於ケル憤 ト比較シタ。

測定法ハ遊離酸ハ0.5%しヂ、メチールアミドアゾペンツオール寸j夜ヲ指薬ト シテ1.0cc胃液＝

封シ_l_X ノXaOHj夜ノ使用量（耗）ノ10俗ヲ以テ支ス。綿限度ハ 1%Lフヱ ／~ Jレフタレイ
100 

1 
ン1ヲ指薬トシテ 1.0cc胃液ヲ中和スルエ要スJL-1¥'NaOH使用量（姥）ノ10倍ヲ以テ表ス。

100 
しペプシン「量ハ Flud-Lewision,Lエヂスチン寸法ニヨザ 0.1% L.エデスチン寸液ヲ使用シタ。

Nr. I lOkg. 8。 Nr. 2 Skg. ♀。

｜盤遊自主離Y笠，l紙酸度 J--..: l童酸護｜ 細度 ｜ペプシン

術前（空腹時）

術後第 4日目

第品目目

第15日目

第20日目
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。 8 4 術後第 4日目 6 。 。 4 第 5日目 。
5 12 4 司王15日目 4 

4 JO 4 第20日目 ’5 

第3章 胃底部ヨリ分泌サレ，..胃酸及ヒLベブシシ寸量J測定

賓験方法並ビ＝賓験成績

スペテ犬ヲ月1ヒ開腹ニ至yレ迄ノ操作ハ第2主主賓験ト杢ク同様。

一 一 一 一

::6 32 

10 16 

。 。
日 4 

8 4 

先ヅ幽門倫ヨリノj、腎f!lll＝＇－ テ5.0糎， た轡側ニテ7.0'加里ノ場所ニテ胃ヲ横断シ，雨側共ニ二居縫合

ニヨツテ閉鎖スル。吏＝此部ヨリ上ん・ニ小智側ニテ 5.0tffi，大智fffiJニテ 7.0柄ノ場所ニテ再ビ胃
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ヲ切断シ．厄門側ヲ二屠縫合＝テ閉鎖、シテ内信・トスル。口ift1Jト空腸トノ端側吻合ヲ行ツタ後，ρ ・

完全勝世サレタ胃底部ェテ白Ii胆￥＆ニテ撞管ヲ形成ス。而シテソノ中ニ分泌サレル胃液＝就テ検

変スル。ソ ノカ

Nr. 4 s kg. o。

｜遜醗 ｜得動作 I....:
－」堕些些L i二

Nr. 3 lOkg. z。
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第4宣言 幽門部除去後エ於ケル胃；在分泌紋態

寅駿方法並ビ＝賓験成績
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健康ナル犬2匹ヲ用 ヒ術前ニ胃液検査ヲナス。（ソノJi法ハ植物’I~：市11 1紅ト肖波分泌＝闘スル余

ノ論文参moソノ：翌日乃至笠々日 エ商1j：！主ト同様エシテ開腹スル。幽門輪＝テ切断、九十二指腸

ハ ソノマ、閉鎖シ，更ニ幽門輪ヨリ上方小智側ニテ 5開札 大智側＝テ 7.o抑．ノ部ニテ胃ヲ切断

シテ幽門部ヲ除去ス。

二次ニ胃室腸端ffilj吻合ト Braun 氏補助吻合トヲ行ヒ手術ヲ終ル。カクシテ術的ト同一ノ僚件

ノ元ニ符液ヲ採取シ検査スル。

Nr. 5 s 1、仏字。

｜遊離｜糊皮 ｜ペプシン
盤酸度

食前 l o I rn I 16 
食後 1時間同 ! 36 I 11 i rn 
，， 2時間目 38 J 78 I ：口
， 3時間同 ｜ ：川 i 5o I 16 

術後2;1日目

l遊賜酸離1宣 鰍度 i....:7・r

食前 ｜
。 7 16 

食後 1時間目 ； .{ 26 。
2時間目 ！ 10 3:1 。
3時間目 s 32 。

術後ljl)日ドl

l 避難 ｜ 糊~1\f. I＂プシン
l開酸叫 ｜ ！ 一一

10 ! 0 

0 

0 

術 面切

食 前

食後 1時間目

2時間白

3時間同

。
x 
6 

42 

28 

0 28 
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Nr. 6 IO kg.’色。

術前

｜避警｜総酸度ド
欄酸度｜ I 

食 前 ！ 2s I 55 i ::2 

食後 1時間目 I 42 
2時間目 I 2s 

3時間目 1 2s 

術後2S日目

亘！＇支ペプシ ン

食 直iJ 。 16 

食後 1時間目 16 53 ・’l2

，， 2時間目 14 42 32 

，， 3時間目 。 2~ il2 

68 。
62 uu 

］
 

60 ‘モ・p
け d

術後1円日 r~

一一←J品位向到ここILi)抑制竺三三
食 J!!J 。 :J6 8 

食後 1時間目 28 62 16 

2時間目 20 64 16 

：！時間目 。 30 32 

術後17日目

一一ー！轟童図堅竺：三二
食前 I o I 16 ! o 
食後 1時間目 I 14 I 44 I l6 

2時間目 I o I ::2 rn 
” 3時間H I 2s I 62 ! :i2 

第5章幽門部噴置後J胃；在分泌猷態

賓離方法並ビ＝費験成績

健康ナル犬2匹ヲ刑ヒ円液検資ヲ行ヒタル後，次ノ如キ手術ヲナシq，町後日数ヲ迫ツテ術師iト

同一僚件ノ下ニ「i液検査ヲナス。手術方法ハ前章ノ如ク無菌的操作ニテ開腹シタ後， 幽門輪ヨ

リ上方小穏側＝テ5.0紳，大智m11＝－テ7.0糎ノ部＝テ胃ヲ切断シ，旺門側ヲ二居縫合＝ヨツテ閉鎖

ス。印刷門部ヲ肱ー世ス。ミ欠＝円ト空腸トニ端側吻合一位ピ＝－ Braun氏柿E力吻合ヲ行フn

Nr. 7 10kg. r,。

術前

｜遊離｜糊支度 1ベ場酸度 ！ 

食 前 Irn I 36 I :i2 

食後 1時間後 I 40 I 14 I :i2 
2時間後 I 43 i 77 I 64 

II 3時間後 I 48 ! i~ I :J2 

術後14日目

語読1i~－..： 7• シ ン
食 自白 探耳元不能

食後 1時間後 リ2 so 16 

2時間後 36 58 :i2 

3時間後 i 21 42 い·~·“〉
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Nr. s 8kg. ♀。

術後~（）日目 術前

食前

食後 1時間目

，， 2時間目

，， 8時間目

｜選難｜線磁波｜ペプ rE縄酸IJtI 
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ノ 』

具
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50 

・1‘〉口ー 食後 1時間目

リ・，
リ d

令。
υd  

術後40目白 術後10日目

」島聖l町｜ペプシy

食前 I o I s I 16 
U;i走 1時間目 I o i :;.i I o 

叩 ｜ 。 ；：l4 I o 

術後258~ 

一－ 7轟要1線酸度 ；ペプシン

J且'- 前 18 32 :12 

食後 1時間白 26 58 ;:2 

，， 2時間目 48 82 1;,1 

" 3時間目 ?.6 問d。占 64 

術後日目白

fl Ml l綿酸度｜ペプシン

J』込、、 新i 31 50 ;:J 

食後 1時間目 44 84 32 

，， 2時間目 54 !)0 

3時間白 76 108 64 

以下衰弱甚ーダシキタメ中止。

一 一直遮~~~プ竺
食前 1 16 I 2s 
食後 1時間目 I 32 , ;o 

2時間目 I 34 I 68 
” 3時間目 I :l4 I 62 

8 

16 

16 

16 

第8章 賓 験 総括

幽I"j部 ヲ完全験世・ンソ ノ部ヨリ 24時間中＝産生サレYレ胃if主＝就テ酸度， Lペプシン「ヲ測定・ン

タ所，ゴ例共ニ術師I空腹時ニ分泌サレルモノニ比シ著シク侭イ。

胃底部ノ一部ヲ完全瞭置シ，ソノ部ヨリ24時間中ニ産生サレル胃液中ノ舵！主及ピLペプシン寸

量ハ術前主主腹時ノ；場合ニ比シテ大ナル差違ナク，特ニ1例ニテハ＋ロ高度トナル。

幽l"j部ヲ除去シテ胃空腸吻合ヲ行ヒ，術部i，術後 ノ胃液ヲi七肢スルエ， 酸度ハ術後＝ハ食品II

食後ノ純lテノ時明＝於テ減少シ， 特ニ遊離聞を度ノ減少率ハ凱イω 然シLベプシン「ハー&il＂＂於テ

酸度ノ減少トz~行 シナイ。

幽門部ヲ験；置シ月空腸吻合ヲ行ヒ，術師i，術iをノ ＼＇J減ニ；坑テ検スルニ，酸度， Lベフ’シン寸量共

＝食前，食後網、テノ時期＝於テ大ナル蟹化ハナイ。只：＇＼ r, ，＇＼ ニテハ10 日 ~I ノ除夜＝於テ開力ガ

悶復シナイタメニ門酸ノi牽生ハイ、司ごう〉デアル。

第 7章 賓 験 考察

Koennecke, J ungermannハ幽！”j部 ノレ｛生il炉、1+1性ヵ或ハLアyレカリ 1性デアル ト；_1；ぺテヰル；ガ

余ノ:f{!Gf.~t,，＇；れヲ見Fレ ＝幽門部f余 ノ場合ニハ幽l"J輪ヨリ小智f!!IJ5.0制，大智側 7.0桝）ヨリ産出サ
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レル胃液ハ中性デ‘ハナイガ酸度及ピしペプシンつ量ハ甚ダ僅少デ、アル。而カモ一章夜＝亙ツテ産

生サレタモノニ就テ検シタノデ、アlレカラ，少ナクトモ幽門部ハ胃酸及ピLペプシン1 ノ重量ナル

産生揚所デハナイト考ヘラレyレ。円底部ヨリ産生サレyレ液＝就テハ術部iノ｛買ト略同等ナルカ或

ハ寧ロソレヲ凌駕シテヰルノデアyレ。此ノ：事寅ヨリ胃酸及ヒLペプシン寸ノ主要ナノレ産生地ハ胃

底部デアyレト考ヘラレル。此ノ如キ事賞＝立脚シテ食物ガ幽門部並ビ＝胃底部ニ興へFレ影響ヲ

見ル ：., Lithaners, Kryczkovkyナドガ幽門部ト胃底部トヲ切断シ，各と＝痩管ヲ設立シ食物ノ

胃酸分泌ニ及ボス関係ヲ検シタ結果，胃底部＝食物ヲ入レルトキニハ酸ノ分泌ハ無イガ幽門部

＝入レルトキニ始メテ胃底部ヨリ酸ガ分泌セラルルコトヲ読明シタト。更：. ¥¥'. Gross ＝ヨル

分灘サレタ胃底部＝肉ノレエキス1 ヲ入レルモ酸ノ分泌ハ皆無カ或ハ極ク僅少デアルガ，十二

指腸中＝入レルトキハ胃底部ヨリノ宵酸分泌ヲ明ラカニ認メ付ト内従来ハ消化ノ第1期或ハ

Paw lowノ言フガ如キ CephalogenePhaseト呼パレル時エハ胃液分泌ハ主トシテ迷走紳経＝由

yレト考ヘラレテヰタガ， Stra1tenハ幽門部ハ化接的且ツ機械的ノ刺戟ヲ受ケテ反射的ニ胃底腺

ヨリ f胃酸分秘ヲ促進スルノミナラズ，自lm化第II期或ハE化車分泌＝闘興スルノミナラズ

第 I期分悩ニモ亦大ナル閥係ノアyレ事ヲ報告シ，コノ第 I期分泌ガ空腸潰蕩形成ト重要ナル闘

係アlレ事ヲ蓮ぺ， Silkermann ノ考ヲ支持シテヰ1レ。余ノ例ニ於テモ幽門部ヲ除去シタ場合ニハ

例外ナシニ第I期分協＝於ケル持酸及ピLペプシン「量共＝減少セルモノデアツテ，若シ第I期

分泌ェ向ツテ迷走紳粧ノミガ開輿スyレカ或ハ最モ重要ナル役割ヲ有スルモノトスルナラパ，幽

門部ノミヲ除去シタ後ニ．カクモ甚ダシキ酸度減少ヲ来ス事ハアリ得ナイノデ、アツテ，此ノ！結

ハ全ク Straaten ノ考へ1レ如ク幽門部ハ第 I期分協ニモ影響ヲ有スルトナスペキデアル。 更＝

幽門部ハ E化・撃分協＝モ重要ナル関係アyレ事ハ殆ド線、テノ人ガ此ヲ認メル如ク余ノ結果＝於

テモ同様デアツテ，幽門部除去後ニハ E化墜分泌ノ酸度ハ甚ダ減少スルモノデアル。然シナ

ガラ食後2時間同， 3時間目＝於テ向酸ヲ有スル所以ハ食物ガ直接胃底部ヲ刺戟シテ酸分泌ヲ来

スモノトナスヨリハ，食物ガ胃空腸吻合部ヲ通過シテ後一部ハ逆流シテ十二指腸中へ行キ，或

ハ空腸上部＝移行シタ内容ガ腸粘膜ヲ刺戦シ以テ反射的＝問底部ヨリノ酸分泌ヲ促進スルト考

ヘルぺキデアル。故.：.i化製分泌期ノ酸ノ分泌ハ幽門部ガ重要ナノレ役割ヲ演ズルト雄モ， ソf

全部ガ幽門部＝負フモノデハナイノデアル。 Kellingハ臨床的立揚ヨリ幽門部ヲ5.0幌－6.叩重除

去シタ後ニモ宵酸ノ蟹｛ヒハ現ハレヌト云ヒ， Fintererガ幽門輪及ビ幽門部ノ小部分 （ソノ範囲

ハ不明ナレドj ヲ除去シテモ胃酸過多ハ根本的＝取除カレヌト云フガ如キハ寧ロ例外的ノ事ト

云フペキデ，幽門部ヲ除去スル事ニヨツテ食前，食後共＝相官 ノ酸度ノ減少ヲ来ス事ヲ思ヘバ，

幽門部ハ問内ノ消化作用ガ管マレテヰル期間ヲ通ジテ酸分泌ヲ促進スJレ作用アルモ ノト：Kへラ

レル。主主＝迷走神経切断ノ；揚合第I期分泌ノ酸度ガ特＝減少セズ消化期間ヲ通ジテ減少スル事

ヲ述ぺ，迷走神経ノ酸分協ニ針スyレ作用ハ胃内消化ノ全期間ニ及ブモノデ・アルト漣ペタガ，幽
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門部ニ就テモ同様ニ云ヒ得ルノデアJレ。而シテ幽門部ヲ敗・世スyレ揚合エハ術商i.：比シテ食雨i食

後共＝酸度，」ベプシン寸＝ハ殆ド号主化ハナイノデアツテ， Schur,Plaschkesガ康範囲＝互ツテ

剛門ヲ瞬置スルモ~J酸分泌ノ減少ヲ来サナイ事ヲ湛べ， L. Zuckschwerdt, E. Beck号I カ陶門職

誼ニヨツテハ股度ニ蟹化ハ無イト云へYレモノト同様ノ結果ヲ得タモノデアル。コノ；事ヨリシテ

幽門部ハ迷走神経ヨリ遮甑サレテモf'h夜分泌＝針シテハ~~~自ノ ｛引n ヲイ1 スルモノト 花；へラレル

ノデアル。市シテ幽門部瞭世後ニ於テ空腸j責務ノ起リ易キ理rflハ験世スルタメニ河内ノ分泌期

カ、延長シ，従ツテt1内ガ空虚トナルモ向酸分泌ガ反射的＝起yレ結決何モノトモ結合スル事ノナ

イ己主il支ノi遊離酸ガ宰腸ニ移行スyレタメデアル トY;－ヘラレルノデアル。通常食後2時間目少ナク

トモ3時間目ノ肖液中＝ハをク食物ノ捜査ハ認メラレヌモノデアルガ，此宗［；，t{L時ノ分泌i夜中ニ

相官高度ノ遊離酸ヲ詩明シ得Fレノデアル。尚門輪ナク且ツi’i本腸吻合口ハ比較的大ナルタメニ

一般ニ内容ハ平ク月ヨリ輪選サレル事ハ幽「＇J剖；ガ殿世サレル ト除LサレFレトニ大差ナイガ，空

），佐時＝於ケ1レ酸分泌ハ幽l"J部ガ存在スルト然ラザルト＝ョツテ大ナル差注ガアルモノエ シテ此

ノ；事ガ本腸j責務ノ成立ニ＇§；＼］－ シテ主巨大ナル意義ノ アルハ疑ナキ事デアル。

第8章結 論

1. ＇，＇／酸及ビ、 Lベプシ，＿，，，－－，ノ産生サレル部位ハ主トシテ＼＇I底部ニシテ幽門部 （陶門輪ヨリ小母

側5.o糎，大脅ff!1J7.0'蝿）ニテハJ:/iタ。悦少デアル。

2. 幽門部ハ I化製分泌＝於テ胃酸及ビLペフ・シ ン1ノ分泌＝影響ヲ有スルノ ミナラス，第1

期分泌ニモ奥ルモノデアノレ，卸幽門部ハ問液分拠ーハ常ニ闘輿スルモノデアル。共故ニ幽l"J部

除去後ニハ酸度及ピLペプシン寸量ハ共ニ常ニ減少スルモノデアル。

3. l翻門部蹟置後ト雌＼＇J酸！主及ビLベアωシンつ量ハ上昇スルモ ノデハナイ。常ニ術前ト略同様

デアルガ，只此際エハ宵内ガ9:1託トナyレモ尚高l主ノ酸ガ分泌サレYレモノデアノレ。此ノ；事ガ~y;;

t貴蕩形成＝重要ナル影響ヲ有スルモノト考へラレノレ。
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